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ά動報告 
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会ィ 

2019 年は厳しい㈈政≧ἣからのスタートとなりましたが、後援会からの支援、徹底した⠇⣙や

バイトなどの㒊員の㡹張り、さらに会ィグ㘓方ἲのぢ┤しにより、300 万円㏆い⧞㉺㔠を作るこ

とができました。ẖ月会ィ報告に┠を㏻して助ゝをくださった井上先⏕をはじめとする OBOG さ

ん、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2019年1月〜12月

㡯　　　┠ 予⟬ Ỵ⟬ 増　ῶ 備　　　⪃

Ⅰ䠊収入の部 正䛿収入増

　1. 部費 980,000 982,542 2,542

　2. ア䝹䝞イ䝖 2,633,400 3,313,559 680,159

メインフィールズ 300,000 319,000 19,000

フロンテア 160,000 319,000 159,000

セール 887,000 1,063,500 176,500

JRAポニー 86,400 274,150 187,750

札幌➇㤿場 1,200,000 1,328,909 128,909

その他 0 9,000 9,000

　3. 大会運営䞉使役 1,890,000 2,351,021 461,021

㐨㤿㐃大会使役 900,000 629,000 -271,000

㐨㤿㐃大会フレンドリー㐠営 750,000 562,200 -187,800

北大主催大会 240,000 724,000 484,000

その他 0 435,821 435,821 2018北日本㑅手ᶒ主幹

　4. 補助金 500,000 1,052,500 552,500

㐨㤿㐃⿵助 0 43,800 43,800 ヨ合㤿㍺㏦⿵助㈝

日㤿㐃⿵助 500,000 698,000 198,000 㣫⫱助成㔠

体⫱会⿵助 0 310,700 310,700 強化㈝など

　5. 寄附金等収入 0 1,022,963 1,022,963 後援会1,000千円㸪ほか4件

　6. その他収入 0 812,288 812,288 学㤿㐃助成㔠 500千円㸪ほか

当期収入合計䠄A) 6,003,400 9,534,873 3,531,473

㡯　　　┠ 予⟬ Ỵ⟬ 増　ῶ 備　　　⪃

Ⅱ䠊　支出の部 正䛿支出増

　1. 馬匹 3,581,900 3,107,785 -474,115 繋㣴㢌数 8㢌

㋟ 921,900 620,578 -301,322 㤿一㢌あたり年㛫㣫⫱㈝

㣫料 980,000 1,351,183 371,183 㸦ヨ合㛵係を㝖く㸧

乾ⲡ 810,000 798,076 -11,924 388,473

敷料 420,000 85,000 -335,000 㣫料代の一㒊に敷料代含む

⸆品⒪㈝ 450,000 252,948 -197,052

その他 0 0 0

　2. 大会 1,360,000 1,681,460 321,460

㍺㏦㈝ 1,040,000 872,738 -167,262

大会参加㈝ 260,000 390,722 130,722 入厩代、北日・全日エントリー代など

大会参加・㐲征⿵助 60,000 418,000 358,000

　3. 馬具備品消耗品費 280,000 311,622 31,622

㤿具・㤿備 43,624 43,624

◁代 147,852 147,852

備品 46,906 46,906

ハロー掛け 48,415 48,415 ㍍Ἔ代など

その他 24,825 24,825

　4. 登録費 300,000 393,296 93,296

全日本学⏕会㈝ 88,486 88,486

日㤿㐃Ⓩ㘓㈝ 181,594 181,594

北日本学⏕会㈝ 15,000 15,000

㐨㤿㐃会㈝ 108,216 108,216

　5. その他 838,800 1,381,934 543,134

レンタカー代 388,800 912,410 523,610 ㌴修⌮代を含む

交㏻㈝ 380,000 326,636 -53,364 ガソリン代など

㏻信㈝ - 41,554 -

出張㈝ - 17,773 -

その他ㅖ㞧㈝ 70,000 83,561 72,888 新Ḽ㈝⿵助など

　当期支出合計䠄B) 6,360,700 6,876,097 515,397

　当期収支差額䠄A)-(B) -357,300 2,658,776

　前期繰越金 290,132 290,132

　次期繰越金 -67,168 2,948,908

預金 3,437,431

現金 41,910

計 3,479,341

未払い金 659,979 ←⣙400,000は大会㐲征・エントリー代⿵助

未収金 129,546

資産計 2,948,908

⿵㊊

未払い㔠

㓗㎰フェリー代❧て替え分 65,540

㡿収書 132,439

エントリー代㏉㔠 2,000

大会㐲征・エントリー代⿵助 400,000

㐨㤿㐃2019年度会㈝ 60,000

未収㔠

やめてしまった人のⓏ㘓㈝など 13,762

エントリー代 13,500

割り勘(⌧役㒊員) 102,284

北海道大学体育会馬術部　2019年度　 収支決算書

単位㸸円
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ㄪ教報告 

 

北㥹号  

⏣中Ἃ季 

⚾は昨年度(2019年)の 5月ごろから北㥹(アヒル)のチーフとなり、北日出場を┠指して⦎⩦

してきました。⤖果としては、北日の⥲合へ出場させていただき、クロスカントリー完㉮はで

きましたが、余力審ᰝで 2 反抗失ᶒとなってしまいました。㤿の⬟力は十分ありましたが、人

の力不㊊とワめの⏑さが原因で完㉮とはならず、嬉しくも悔しさのṧる⤖果となりました。未

⤒㦂⪅の 2年⏕が北日に出させてもらえたこと、それに向けて᰿Ẽ強く指導してくださった先

㍮方には感ㅰしかありません。 

 

(㤿体⟶⌮について) 

アヒルは一昨年の⛅ごろに㋟となってしまった右前の∎が伸びず、まともに㐠動できなか

ったため、冬の㛫は主に⩚二⏕さんが乗ってㄪ整してくださいました。この右前㊊にはシーズ

ン中もかなり悩まされ、㋟師の方とも┦ㄯしながら∎のケアは常にẼを使ってきました。㐺

度に㋟Ἔを塗ったり、㋟冠にクリームを塗ったり、∎の伸びをⰋくするサプリを入れたり、そ

のサプリの吸収をⰋくするために整⭠剤を入れたり…それでも∎がボロボロになりやすくⴠ㕲

を⧞り㏉していましたが、なんとかシーズンを⤊えることができました。 

アヒルは∎が伸びにくく故㞀しやすい∎㉁で、少しの␗変もぢ㏨さないように日々の手入れ

でẼを使っていく必せがあります。㤿⾡は㤿あってこそのスポーツなので、人の⦎⩦やㄪ教よ

りもまず㤿体の健康を最優先にすることが大切だと学びました。 

 

(⦎⩦内容について) 

アヒルは一昨年大木さんが乗って全日の⥲合・二㉮ともにᶒ利を⋓得しており、㤿の⬟力ⓗ

には北大の中でトップレベルです。そのため⚾が㤿へ教えられることはほとんど↓く、その⬟

力を引き出せるように、ひたすら人の⦎⩦を⾜ってきました。⦎⩦内容は⩚二⏕さんが⪃えて

くださっていて、⚾はその 1つ 1つの┠ⓗなどを῝く⪃えずにきてしまったためヲしいことは

書けませんが、どんな⦎⩦をしていたかぬえている⠊囲で書いていきます。 

まず一␒のㄢ㢟はすぐに㤿が㉮ってしまうことでした。㞀害を㣕んだあと戻すのが㞴しく、

㢌を振ってṆまらなくなります。人の技⾡ⓗにも㤿をゆっくりとしたペースに⥔持して⤒㊰㉮

⾜するのは㞴しかったため、ある⛬度㉮った中でもそれについていきコントロールする⦎⩦を

しました。そのために大切なのは㥽座と体幹のトレーニングだったと思います。㚞上げやṇ反

撞、ᶓ木㏻㐣でṌ度のワめ伸ばしをする⦎⩦などを⾜いました。㚞上げは人㤿共に大変な⦎⩦

ですが、Ⰻいバランスで乗ることを▷期㛫で⩦得するためには効果ⓗだと思います。また、Ẽ

を抜くとすぐ力を入れずᴦに乗ってしまっていたので、お⭡と⫼中に力を入れて⭜を前に、⫪

を後ろにして乗るよう意㆑しました。普ẁの姿勢を変えることで体幹が㘫えられ、㋃ん張って

㤿をコントロールできるようになりました。 
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さらに、⚾は㧗い㞀害を㣕んだ⤒㦂が少なかったため、110cm ある㞀害でもしっかり㚞を㋃ん

で㝶伴できるよう、コンビネーションやバウンスを使って⦎⩦しました。体が前のめりになり

すぎないように、⭸から下がブレないように姿勢を意㆑して⾜いました。 

アヒルはヨ合になるとやはり⯆奮してṆまらなかったですが、㞀害へのとても前向きなẼ持

ちのおかげもあり、ノーザンのヨ合では 

春季㸸LAῶⅬ 0、MD ῶⅬ 8㸦2ⴠ下㸧 

㐨大会㸸LA ῶⅬ 0 

という⤖果をṧすことができました。㊊への不安があったためヨ合に出た回数は多くありませ

んでしたが、未⇍⪅の⚾にすばらしい⤒㦂をさせてくれました。 

 

㸦最後に㸧 

 未⤒㦂⪅の 2年⏕である⚾と、北大のエースであるアヒルという実力差のありすぎるコンビ

でしたが、アヒルは本当にたくさんのことを教えてくれて、いろんな⤒㦂をさせてくれて、こ

のシーズンを㏻して⚾⮬㌟大きく成㛗できました。本当にかわいくて勇敢で㡹張り屋で⣲晴ら

しい㤿です。大好きです。 

今シーズンも引き⥆きアヒルに乗らせていただきます。今年こそは北日完㉮、そして全日出

場を┠指して㡹張っていくので、これからも応援のほどよろしくお㢪いいたします。 

 

北㮚号 

⩚二⏕㤶成 

㸱月から㸶月までの、┠ᶆとトレーニング内容 

㸱月 

問㢟Ⅼ 後㌣から循⎔できない 

トレーニング内容  

㸯 内方ベンド、下方へ㏨げ場→リラックス 

㸰 後㌣からの推㐍力を前に㏻す 

  内方⬮→後ろを呼ぶ→㤿の中にためる→リズムを㤿が作る 

を┠ᶆにした。 

・基本ⓗな FW 

まずは、㥒Ṍで後㌣の可動域を広げたい。 

㍯乗りで後⫥が前⫥より外にはみ出るように。後⫥をはみ出るようにすると、そのうち⫪も㏨げ

てこようとする。そうなったら、その中で、内に向けて、前から⫪が内に倒れるように。この時、

内方⬮と外手⥘で後㌣の支㓄→㤿が前に出ようとすれば OK 

本当はまっすぐ受けṆめたいが、そうするとシュガーの場合ⴎえるから、㏨げ場を☜保しながら。 

㸱月㹼㸲月 

・㍯乗り㣕㉺ 

㍯乗りの中で、㤿の姿勢を整えながら、低めの㞀害を㣕㉺。ᶓ木から始めて、㧗さ 80㹡㹫幅 120

㹡㹫くらいまで。 
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この中で、上グの FWで意㆑することを意㆑。㣕㉺時に、⫼中が動くように。㤿⮬ら体を使う≧ἣ

をつくる。フレームが㛗くなるように。 

→これができるようになってきたら、低いコースで同じことをする。 

どのトレーニングをするにあたっても、⮬分はポジション前で㏆くで㤿を受けṆめる。 

・コンビネーション 

㹺X 2.8 I  5.4  I  6.0  II   9.0   I   6.3  II 

9.0 の前後のオクサーと垂┤に㧗さをつける。 

110 より㧗さをあげる時は 6.0→6.5 9.0→11.0 6.3→6.5 にする。 

このコンビネーションで 130 くらいまで。 

人がついていけないと危㝤なので、北ᾏ㐨大学ではやらない方がいいかもしれない。 

㍯乗り㣕㉺と並⾜してコンビネーションをやっていって、➽⫗をつけていった。これができるよ

うになって、120㹡㹫でのコースを⾜った。 

㸳月 

㐌の中で、㧗さをつける日、㍯乗り㣕㉺の日、を㸯日ずつ、それ以外は㹄㹕をしっかり⾜った。 

このころから、きつい㹄㹕やコースをやって㧗度なことをồめると、◳┤してくることがでてき

た。 

㸴月 

㍯乗り㣕㉺やコース、㹄㹕は、だいたいこなせるようになってきた。 

でも、㐠動が㛗く⥆くと、㏵中でやらなくなったり、◳┤したり。⑂れてくると、そういうとこ

ろをみせるため、わざと㸯時㛫くらい㛗く㐠動して、体力をつけるようにメニューを⪃えた。➽

⫗ⓗな㈇Ⲵをこれまでかけてきたが、シュガーにはそれに加えて⢭⚄ⓗな㈇Ⲵも必せだとわかっ

た。 

㸵月 

さらに体を柔㌾に使えるようにするため、キャバレッティ 1.7㹼1.8で⨨き、レッグイールディン

グ→キャバレッティ㏻㐣を⾜った。 

㢌を✺き上げて㉮ると、⫼中をそって、⥭張するので、ハミにでた中で、㉮れるようにトレーン

ングを始めた。 

㐌の中で、㸯日は、クロスカントリーを意㆑して、バンケットを入れて、㤿場を㸳分㛫㉮り⥆け

るトレーニングを⾜った。だんだんと、㢌を✺き上げずに、㉮れるようになっていった。それで

も、何分か㉮って、⑂れてくると、◳┤することがあった。◳┤したときの対処ἲをぢつけなさ

いとゝわれていたが、◳┤すると、どうにもならないのが常であった。 

 

以上が⾜ったトレーニング 

⤖果として、シュガーのメンタルをどうにかすることはできず、コースになると⥭張して体が使

えなくなるのも、あまり変わらなかった。 

⚾がồめたことが、シュガーには合っていなかったのと、⚾⮬㌟の成㛗が㊊りなかった。㸯年⏕

の時から㸲年㛫乗せてもらったので、最初からもっと┿㠃┠に、㸯日㸯日を大切に乗っていたら、

もっとよくなったかもしれないと思うと、悔やまれる。 
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この最後の㸯年で、シュガーから学んだがことは、本当にたくさんあるので、これからシュガー

に乗っていく人たちは、⧄⣽なシュガーから他の㤿では学べない、⧄⣽なことを学んでいってほ

しい。 

 

北㡪号                        

宮川寛希 

 ⚾は、2018年 9月からの 1年㛫カノンコードで北日を┠指しチーフとして担当させていただき

ました。カノンコードは、北大に来た当初から左後⫥の⌫⠇㒊分にᾋ⭘があり、⧅の可動域が⊃

くなり、びっこを引くこともあり、北日までどうコンディションを⥔持していくか、あまり㈇Ⲵ

をかけずに動かしていくことを⪃えておりました。カノンコードは、下⣭⏕でもある⛬度は⡆単

に動かせる㤿ではあるものの、前のめりになりやすく、後⫥から動かすというところに㞴しさが

ありました。㞀害には⮬分から㐍んで㣕んでくれるものの、ストライドが小さく㣕㉺時にバラン

スを崩しやすいといったこともありました。 

 これらのために、まずおこなっていったことは㛫 3m で 3 本のᶓ木㏻㐣です。カノンコードは

3mのᶓ木㏻㐣でも、ある⛬度動いていないとスムーズに㊬げません。また幅を広げすぎてしまう

と、㤿がバランスを崩し必せ以上に㡹張ってしまうため、3mのᶓ木㏻㐣ができるようになった後

は、┿ん中のᶓ木を 60cmまで上げておこないました。だけども、このような㐠動だけでは、㤿が

┤⥺を向いたときに勢いよく㉮ってしまうだけで㤿と人との㛵係は不十分でありました。そのよ

うな≧ἣで、シーズンに✺入し悩んでいた㝿、ᰄ᳜和也さんに「動ける㤿は、ピタッとṆまるこ

とができ、Ⓨ㐍も明☜である。」とのゝⴥをいただき、とにかく㤿を前に出すこと、Ṇめることを

妥協せずにやっていくことを意㆑しました。そして、その中でシンプルチェンジや反対㥒Ṍを取

り入れ、後⫥を㋃み㎸みと㤿がハミに㣗いついてくる㐠動をしておりました。その⤖果として、

北大の㤿場では㤿とのⰋ好な㛵係を⠏きいい㐠動ができていたと思います。 

 北日は、ノーザンについた時から㤿のᵝ子が普ẁの⦎⩦やヨ合の時と␗なり常にテンションの

㧗い≧態が⥆き、⮬分もそのようなカノンコードをコントロールすることができないままで⤊わ

ってしまいました。どのような≧ἣでもⴠち╔いて㐠動することを、普ẁの⦎⩦や大会でもっと

⪃え、‽備しておかなくてはいけませんでした。 

 最後になりますが、⚾は 1年⏕の時からカノンコードで北日に出たいとずっと思っていて、ṧ

念な⤖果ではありましたがこのようにきちんと㤿体⟶⌮をして、⮬分で㐠動を⪃えながら出場で

きたことは、⚾にとってとても大きな⤒㦂となりました。この大きな⤒㦂をもとにṧりの㤿⾡㒊

⏕άも成㛗していきます。⮬分のことを大切にぢ守り、たくさんのご指導をしてくださった 1つ

上の先㍮の方々ならびに、ぶ㌟に┦ㄯに乗ってくださった杉⏣姉を始め OB の方々にこの場を借

りて感ㅰ⏦し上げます。 

 

 

 

北ộ号 

佐々木ⱝ⳯ 
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昨年はベイスンには基本ⓗに 1年⏕が⦎⩦、ヨ合でたくさん乗りました。そのた

め、シーズン⤊┙の⛅には⑭せていることと、左後ろ⬮のむくみがẼになっていま

した。⬮のむくみはあまりかたくなく、㐠動するとひくというものでした。引き㤿

で㢌の振りを☜ㄆすると、いつも左右で振れ幅が␗なっていました。冬になり㐠動

㔞がῶると≧はⴠち╔き、今はẖ日 2、3㠡Ṍᵝに問㢟なく⦎⩦しています。㒊⌜

を⾜うと、前の㤿にとにかくついて⾜こうとし、㝮ゅを内へ入ろうとする傾向が強

いです。手⥘を少し強く持ち、前へ出すことで少しは指♧を伝え、改善することが

できます。元Ẽよく動かそうとすると、前⬮のみで㡹張る傾向があるので、それに

対しても同ᵝのことにẼをつけて乗りました。ベイスンは人のバランスや動きによ

らず、基本ⓗな‴曲やṌ動の指♧には従ってくれます。 

ベイスンは基本ⓗにおっとりした㞺囲Ẽで、╀そうにしていることが多いです。そ

の一方で、ひとたびẼに入らないことがあると、一▐で反応します。他の㤿にも敏

感で、昨年は 1度ノーザンの㞀害➇技の大会で入場する㝿にすれ㐪った㤿に反応

し、ⴠ㤿および失ᶒになるということがありました。 

 健康㠃に㛵しては、冒㢌の左後ろ⬮のことのほかに大きな問㢟は≉にありませで

した。夏は㢦にたくさん傷をつくり、冬の始めには㤿╔のせいと⪃えられる‵⑈が

でき、最㏆左⬮のきゅうせつ下に傷をつくりましたが、それぞれ㐺切な処⨨のもと

大事には⮳らず、安定した≧態を保っています。 

 今年も⦎⩦㤿ゆえの㐣労にὀ意し、さまざまな㐠動に取り⤌んでいく予定です。 

 

北⛸号 

⩚二⏕㤶成 

㸱月から㸶月までの、┠ᶆとトレーニング内容 

㸱月㹼㸳月 

昨シーズンの㋟が㡪き、㐠動できず。 

㸴月 

ずっと休んでいたせいもあり、体が固まっている。ᶓ㐠動を徹底ⓗに⾜った。 

右の⭜ゅから㣕⠇→㋟が屈伸しない。 

1.7 のキャバレッティでほぐす。 

反対㥒Ṍ→シンプルチェンジをスムーズに⾜う。後ろを屈伸させるためと、反応をよくするため。 

後半から 100㹡㹫くらいの低めのコースを始めた。 

㧗いクロスで㍯乗り㣕㉺→㣕㉺時のボディバランスを整えるため 

㸵月㹼㸶月 

バウンスで 110㹡㹫くらいまで。体を使えるようにするのと、⣲早くさばけるようにする。 

シュガーがやっていたコンビネーションも始めた。 

㹄㹕では、後ろの回㌿数をあげて、㤿が受け入れること、いい㥒Ṍをつくること、をやった。い

い㥒Ṍが作れるようになると、いい㣕びをするが、ヨ合になってアリーナに入ると、⥭張して、

いい㥒Ṍをつくることができなくなる。 
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北大の㤿場では 130㹡㹫のコースも、ⴠとさずにこなせるが、ヨ合にいくと全↛変わってしまう。 

⤖果として、⚾がいい㥒Ṍを作れずに、㉮るだけで乗ろうとした㸴月のヨ合での失敗が、後を引

き、嫌なイメージを払拭できないまま、おわってしまった。 

㧗度なことをやろうとするならば、それを㈏かなければならなかったし、⚾⮬㌟ももっと成㛗し

なければならなかった。今シーズンになって、いい㹄㹕のイメージがわかって、アンチョができ

る最大㝈のパフォーマンスを┠にしてしまい、昨シーズンまでのように、ただ㉮っているだけで

は、もったいないと思った。アンチョに乗せてもらって、⚾⮬㌟の技⾡は、とても成㛗したが、

⤖果が出せず、また、北ᾏ㐨大学ではどうにもならないレベルにしてしまったこと、本当に⏦し

ヂなく思う。 

また、アンチョには、体の問㢟もあり、それに付き合っていくのは、北ᾏ㐨大学ではとても大変

なことだと思う。アンチョの⬟力を↓㥏にしないようにしていってほしい。 

 

北暁号 

山川智大 

ノーステアは⥭張と◳さ、そして㐠動に対するᾘᴟ性がㄢ㢟でした。それをゎỴするのか、どう

向き合うのかを⪃え⥆けた一年でした。いろいろな問㢟を抱えた㤿ではありましたが、その⬟力

の㧗さに㦫かされることも多く、ノーステアに乗れたことをりに思っています。 

 

三年の⛅に代替わりを㏄えてノーステアを先㍮から受け⥅ぎ、まず取り⤌んだのは「柔㌾性の

⋓得」でした。9 月に JRA の布施さんに教えていただいたことを参⪃にしながら冬の㛫中、柔㌾

にハミを受けて㐠動することをひたすら┠指しました。具体ⓗにはハミを受けた≧態で手前変換、

┤径 10mぐらいの⺬乗り、斜めᶓ㊊などをやる時㛫を㛗く取りました。左右差の改善のため左の

小さい巻き乗りを㛗時㛫やったりもしました。冬にやったことは⥲じてかなり上手くいきシーズ

ン⤊了時まで⮬分とノーステアのフラットワークの基♏になったので、今思えばこの冬のことが

最⤊ⓗな成⦼につながったのかもしれないと思っています。 

春になると、今まで問㢟どしていなかった㐠動に対するᾘᴟ性が⾲㠃化しました。冬の㛫は㞷

のおかげでテンションが上がっていたからなのか、冬の㛫に㤿にとってⱞしい㐠動をやり⥆けた

からなのかはわかりませんが、春から㐠動㛤始からまともに動くようになるまで時㛫がかかるよ

うになりました。もともとそういう傾向があるのは▱っていましたが、⤒㦂したことはなかった

ので対応するのにはかなり時㛫がかかりました。これに対しては㐠動のはじめに㉮らせたり、コ

ンタクトを取らずにとにかく前に出す指♧への反応を☜かめたりすることで対応しました。 

春から数カ月は、㞀害に㛵しても⥭張なく柔㌾な㣕㉺を┠指してトレーニングも⾜いました。

具体ⓗには㍯乗りで低い㞀害を㣕び⥆けたり、折り㏉しを使って㢌㢕を低く保ったまま㞀害⦎⩦

をやったりしました。うまくいっているように思える時もありましたが、ヨ合になればあまり変

わらず、柔㌾性は↓くても㞀害に対する前向きさやὀ意力には⣲晴らしいものがあったのでそれ

を尊㔜することにしました。≉に㞀害に㛵しては今まで先㍮が✚み上げてきたものや㤿のポテン

シャルがあったので失敗やⱞ労をすることも少なかったように思います。 

以上のようなトレーニングの⤖果、全日本学⏕⥲合では個人 28位という⤖果になりました。人



 15 

のミスがあってこの㡰位になったので、乗る人ḟ➨では個人入㈹も十分に≺えるポテンシャルを

持った㤿だと僕は思っています。今年の全日本学⏕出場に⤊わらずノーステアが今後も北大㤿⾡

㒊をくれることを㢪っています。 

 

北⌰号 

㡲⸨⨾⍛奈 

ドラゴンケーニッヒのㄪ教は当初⚾が担当する予定でしたが、⮬分の実力不㊊や今後の引⥅ぎ、

後㍮の⤒㦂を⪃慮し、⚾ではなく後㍮が中心に乗っていくことになりました。ㄪ教に㛵する指♧

も⩚二⏕が出していたため、ㄪ教に㛵してここにグすことはできません。ここでは≧ἣ報告のみ

させて㡬きます。 

 

5月 5日 三大学定期戦 ㈚与㤿として 100cm以下のコースを㉮⾜ 

5月 17㹼19 日 新⥳㤿⾡大会 1日┠ LB⏣中 ῶⅬ 0 タイム 64’08入㈹ 2日┠ LA ⏣中 2反 E 

6月 14㹼16 日春 季㤿⾡大会 1日┠ LA宮川 ῶⅬ 0 タイム 57’98 2日┠ MD 2反 E 

 

Ṍᵝの悪い時期も多く、ヨ合に多くは出られませんでしたが、LAを㉮⾜する⬟力は持っていま

す。㣕ぶことに対しては基本ⓗに前向きですが、曲がりづらくコントロールが㞴しかったり、一

度わがままをチすと制御が効かなくなったり、下⣭⏕の㥽乗に不向きなⅬがいくつかあります。 

 

北㝧号                           

宮川寛希 

 ⚾は、2019 年 5 月からの 1 年㛫⩚二⏕姉、山川兄の指導の元ノガロに乗らせていただきまし

た。ノガロは、北大に入厩してからの最初の 1年㛫で井␁兄の元、北大での LA クラスまでの完㉮

はしておりましたが、LAよりも㧗いクラスに出場するためには乗り㉺えなくてはいけないㄢ㢟が

ありました。回㌿で体を外に張り内側に倒れこむ、ハミを受け入れず下へ下へと₯ってくる、オ

クサー㞀害への抵抗といった、LA よりも㧗いクラスに出場するためには乗り㉺えなくてはいけな

いㄢ㢟がありました。それらをゎỴするために、⚾は主に 2つのことにὀ意して㐠動していまし

た。 

 まず、取り⤌んだのは下への₯りの対処でした。ノガロは手⥘を持つと、㢌を下げハミを受け

ているような形をとることがありますが、実㝿にはハミを✵にして㏨げているといったことがあ

りました。そのため、できるだけ㢌は㧗い位⨨で、₯ってきたらすぐ上にあげるということを⧞

り㏉し、㤿が人との引っ張り合いをしなくてもバランスを保ってもらうように心がけました。そ

の中で、常に引っ張ったままだと㢌の㔜い㤿になってしまうので、手⥘の使い㐣ぎにὀ意し、使

ったら㉧すということも⧞り㏉しおこないました。その⤖果として、このシーズンでは㞀害への

✚ᴟ性を㣴うことができたと思います。既に㣕べる㧗さの㞀害であれば、㔝外㞀害のような初め

てぢるような㞀害であっても、⮬分から㐍んで✚ᴟⓗに㣕んでくれることが☜ㄆできました。 

 もう一つ取り⤌んだのは、反応の☜ㄆです。ノガロは、とても扶助に㍍く㥒ṌⓎ㐍も外方の⬮

をほんの少し後ろに引いただけで、一年⏕でも⡆単にすることができる㤿です。だけども、ある
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⛬度のペース以上には元ẼⰋくならなかったり、一度嫌になるスイッチが入ってしまうと人の扶

助を全く⪺かなくなるような㤿でした。その原因は、人の扶助に対して㤿が㡹張ってくれている

のにも㛵わらずせồしすぎていることと、人の扶助に対して㤿が明☜な反応を♧していないのに

も㛵わらず人がせồをやめてしまっていること、で人と㤿との㛵係が㞴しくなっているものだと

⪃えました。そこで、取り⤌んでいたのは幅 21mのᶓ木㏻㐣です。これを 6Ṍ,7Ṍ,5Ṍで㍍いコ

ンタクトとシートでおこなっていきました。6Ṍ,7Ṍがスムーズにできるようになると 21mのᶓ

木㏻㐣を┤⥺上のもう一つつなげ 2つの 21mを同じペースでいけるように、またᶓ木をブロック

を使って 20cmᾋかせた≧態でのᶓ木㏻㐣をおこないました。単⣧な⦎⩦ではありましたが、反応

の☜ㄆだけではなく㋃切を合わせることやペースコントロールの⦎⩦にもつながったと思いま

す。 

 今シーズンは、あまり㞴しいことはせずこのような基本ⓗな⦎⩦で少しずつではありましたが、

㤿のプラスになるようなことができたと思います。基本ⓗなことの✚み㔜ねのおかげで、8 月の

㐨大会での㔝外㥆⮴ではỈ壕やバンケットも含め、あまり㧗くない㞀害であればスムーズに㣕㉺

することができ㔝外㞀害への㐺性の㧗さもうかがえました。ノガロは、プライド、⮬分の意思が

強いことがあります。それは㢌がよくὀ意力があり、≀怖しないといった強みにもつながってい

ます。だけどもその分、人の㐣度なせồに対しては、今までできていたことでさえもある時は反

抗することがあります。これからノガロに乗る人たちは、⮬分のやりたいことを押さえつけすぎ

ずノガロのẼ持ちを大事にしながらレベルアップしてḧしいと思いました。⮬分が担当している

㛫では、回㌿≉に㤿場の入り口から奥側への右手前での㞀害≀へのアプローチに抵抗があったの

で、引き⥆き回㌿にὀ意してㄪ教を㐍めてもらえたらと思います。北日、全日でこれからά㌍す

ることを㢪っています。  
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北Ỉ報告 

戦⦼ 

➨ 47回半⃝杯グ念㤿⾡大会 

80cmクラス 小ụ杯 

⇃倉大㥽(4 年) ディアビクサス号 58.53⛊ 4位入㈹ 

ジムカーナ 

᱓原朋(4年) スペースクルーズ号 77.18⛊ 1位 

Ọ井優㔛(4 年) スペースクルーズ号 103.82⛊ 2位 

 

➨ 91回北日本学⏕㤿⾡㑅手ᶒ大会 

予㑅 

Ⳣ㔝㞙人(4年) ボサノバ号 56.316% 2位 

‽Ỵ勝 

Ⳣ㔝㞙人(4年) ⏕月号 56.316% 3位敗㏥ 

 

➨ 33回北ᾏ㐨⛅季㤿⾡大会 

➨㸯➇技ᶆ‽ LA ㄢ┠ 

Ⳣ㔝㞙人(4年) ディアビクサス号 ῶⅬ 0  68.98⛊ ジャンプオフ ῶⅬ 20  74.87 ⛊ 4

位入㈹ 

➨ 12➇技ステップアップジャンピング 

Ọ井優㔛(4 年) ディアビクサス号 ῶⅬ 4  68.28⛊ 15 位 

 

 

北Ỉ㤿⾡㒊だより 

北Ỉ㤿⾡㒊 佐⸨凪Ἃ㸦3年㸧 

 札幌のみなさん、お元Ẽですか。㒊㛗となりました佐⸨凪Ἃです。本学㤿⾡㒊を㞳れて 1 年

が⤒ったのか、としみじみしているこの㡭です。⌧在、北Ỉ㤿⾡㒊は、3年⏕ 2人、4年⏕ 4人

のィ 6人で、基本ⓗには土日⚃にά動しています。といっても、◊✲が忙しかったり、兼㒊し

ていたりで、今年度後半は 1人で⦎⩦に参加する日がほとんどだったẼがします。しかし、函

㤋➇㤿場のみなさんが、 かく㏄え入れてくださるので、のびのびと函㤋での㤿⾡㒊⏕άをᴦ

しんでおります。⮬分の㒔合がつくときに⦎⩦に参加できるという、大学㤿⾡㒊の中では、一

␒なのではないかと思うくらいⰋい⎔境であるにも㛵わらず、ẖ年㒊員㞟めにはⱞ戦している

ようです。この主な⌮⏤は、ά動場所が函㤋➇㤿場と、大学から㞳れた㊥㞳㸦∦㐨 6km ほど㸧
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にあるためと⪃えられます。そもそも㒊の存在をㄆ㆑していない人が多いようです。また、函

㤋キャンパスにいる学⏕は 3年⏕以上の上⣭⏕なので、授ᴗや◊✲が忙しく、放ㄢ後にẼ㍍に

参加できる、学内がά動場所の㒊άの方が、人Ẽがあるようです。本学㤿⾡㒊のように、㒊員

数が☜保できないと成り❧たないというわけではないのですが、今年のように、㒊員が最⤊学

年に偏ると寂しいことになるので、ẖ年、2 人くらいは必ず入㒊してもらえるよう、㒊員の原

▼探しを㡹張ります。ここからは、今年度の北Ỉ㤿⾡㒊のά動を振り㏉ります。半⃝杯には、

函㤋に来てから㤿⾡を始めた㒊員を含め、4 年⏕全員が出場しました。昨年度に引き⥆き、北

日㑅手ᶒには、Ⳣ㔝兄が出場しました。今年度は、スケジュールが合わず、㐨外で⾜われる交

ὶヨ合に参加できなかったのがṧ念です。ノーザンホースパークで⾜われた北ᾏ㐨⛅季㤿⾡大

会にも、Ⳣ㔝兄と函㤋からの㒊員が出場し、今年は≉に、技⾡の向上に⇕心に取り⤌む㒊員が

多かったと思われます。⚾⮬㌟は、大会に出場することはありませんでしたが、ヨ合に向けて

の⦎⩦に取り⤌む先㍮方をぢて、再びヨ合に出たいと思うようになりました。㸦ᶵ会があった

ら、また、宮川君とヨ合に出たいです。㸧北Ỉ㤿⾡㒊と本学㤿⾡㒊が┤接㛵わることはほぼあり

ませんが、個人ⓗには、同期の宮川主将と定期ⓗに㐃⤡を取り合っており、本学㤿⾡㒊の愉快

な≧ἣを⪺くのが、月一のᴦしみとなっています。同期こそいなくなってしまったものの、宮

川君は、元Ẽで優しい後㍮たちと、ẖ日、ギリギリᴦしく㒊άを㡹張っているようです。札幌

にゼれた㝿、後㍮や㤿のᵝ子をないてみたのですが、今までにない、明るく✜やかな㞺囲Ẽが

感じられました。人㤿どちらにとっても居心地のⰋい㒊άになったのでしょう。┦変わらず半

べそで㟁ヰをかけてくるときもありますが、ṧり半年ほど、後㍮のため、㤿のため、最後は⮬

分⮬㌟のために㡹張って下さいね。後㍮のみなさん、宮川君を引き⥆き、よろしくお㢪いいた

します。⥲⌮の方々、㐍学先を㏞ったら、ぜひ、Ỉ⏘学㒊へ。授ᴗも、㒊άも、北大で一␒ᴦ

しいよ。 
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卒㒊にあたって 

 

山川智大㸦㤿匹㸧 

卒㒊にあたって㒊ά動⏕άを振り㏉ると、本当に多くの⤒㦂をさせてもらった㸲年

㛫だったと感じています。OBや先㍮の方々、同期、後㍮、そして㤿たちに感ㅰしてい

ます。 

 㤿に㛵しては多くの㤿との出会いと別れを⤒㦂しました。担当した㤿ではチェルシ

ー、サクラロミオ、メイショウウズシオ、サクラスペリオールの 4㢌が、㞳厩してい

きました。実力をⓎ揮させてあげられなかった、もしくは㊊が悪くなってしまったこ

とを⌮⏤に㞳厩していった㤿ですが、どの㤿と㛵わったことも⮬分にとって大切なこ

とだったと最後の年にノーステアに乗っていて感じました。 

 㒊ά動㐠営でも例年にはないことを⤒㦂しました。代替わり┤後の台㢼と地㟈、㈈

政㞴です。地㟈の㝿にはメインフィールズにお世ヰになり、㈈政㞴の㝿にも後援会に

㛵わる多くの OBの方々の助けがありなんとか切り抜けることができました。⮬分たち

だけではゎỴできない問㢟があること、周りの多くの人の支えがあって㤿⾡㒊が成り

❧っていることを強く感じた出来事でした。 

 そのほかにもᴦしかったことや㎞かったこと、悔しかったことがたくさんあります

が、この 4年㛫の教カとして思うのは、どんなこともそれを⏕かせなければただの思

い出で「⤒㦂や⣊」ではないということです。後㍮のみんなはこれからもたくさんの

ことに出会うと思いますが、その中で㎞いことや悔しいこともたくさんあると思いま

す。そのたびにただそれをⱞしい、㎞いで⤊わらせてしまえばただの思い出になって

しまいます。後㍮のみんなには出会った出来事、≉に悔しいことは⏕かすことができ

るように努力したり⪃えたりして、その出来事を「⤒㦂や⣊」としてḧしいと思いま

す。 

 

㡲⸨⨾⍛奈㸦主務・会ィ・㐠営㸧 

⚾は小さい㡭から㤿が好きで、大学⏕になったら㤿⾡㒊に入ろうと昔から思っていました。初

めて㤿場をゼれ㤿に乗っているᵝ子をぢた時は㏕力に圧倒されたのをぬえています。㛗年憧れて

いた㤿と㐣ごす日々はとてもᴦしいものであったのと同時に、⏕き≀を扱うということの大変さ

を▱りました。ẖ日の作ᴗ・当␒やバイト、大会など、想像していた以上に多くの時㛫を㒊άに

捧げることになりました。㤿尽くめのẖ日でしたが、ここでしかできない⤒㦂がたくさんありま

した。今となってはⰋい思い出です。 

一方で、スポーツを本᱁ⓗにやった⤒㦂が↓かった⚾は、㤿に乗るということに㛵してṇ┤な

ところᾘᴟⓗでした。しかし、どんどん同期がῶっていき、㒊άに㈉⊩するためには⮬分も㑅手

にならなければいけないのだと思うようになりました。㐠動はⱞ手でしたが、合宿に参加したり

休日に乗㤿クラブに教えて㡬きに⾜ったりẖ日グ㘓をつけたり、⮬分なりに努力をしました。で

もやはり、人前に出るのがⱞ手なこともあって、一人でヨ合に出てコースを回るというのが嫌で
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仕方なく、いつも⥭張で⤒㊰中のグ憶はありませんでした。努力はしたけれど、いつも心の底に

は㑅手をやりたくないというẼ持ちは変わらずにありました。3 年⏕の⛅の代替わりの時、ㄡが

ḟにカノンコードに乗るかというヰになり、後㍮の宮川がカノンコードに乗りたいというẼ持ち

を強く㏙べているのをぢて、やっと⮬分もヨ合に出たくないという本㡢を㏙べることができ、⚾

はサポート側に回ることになりました。ᵝ々なⴱ⸨の中で、ⱞ手なことでも⮬分のできる㝈りで

取り⤌むことができたのは⮬信になりました。どうしてもこの㒊άは、㑅手になる人とそうでな

い人が出てきます。しかし、㑅手だけでは成り❧たない㒊άであることも☜かであり、互いを尊

㔜し合うことが何よりも大切です。 

また、サポート側に回ってからも、たくさん学ぶことがありました。4 年の㡭には人数の㛵係

もあり主務・会ィ・㐠営の 3 つの役⫋を任されることになりました。主務では書㢮の提出など、

地味ではありましたが㒊άにとってとても㔜大な仕事をこなし、で支えることの大切さを実感

しました。会ィでは、かなり杜撰になっていた㒊άの㈈政⟶⌮の仕⤌みを手探り≧態ではありな

がらもなんとか改めることができ、今後の㒊άの㐠営に㈉⊩できたように思います。大会の㐠営

では、大会前の‽備から当日まで多くの仕事がありますが、今年は後㍮たちが✚ᴟⓗに仕事を手

伝ってくれてとても助かりました。北日のノーザン㛤催やトライアルの実施も含めたくさんの大

会がありましたが、㢗れる後㍮たちの力を借りながら大きなトラブルもなく↓事に乗り切ること

ができました。 

つらいことはたくさんありましたが、⚾が㒊άを⥆けられたのは、㤿たちはもちろんですが、

㒊員の存在というのも大きかったように思います。あくまで⚾の感ぬですが、先㍮、後㍮含めみ

んないい人たちばかりで、みんなが㡹張っているから⚾も㡹張ろうと思うことができました。感

ㅰのẼ持ちでいっぱいです。あと 2年㛫は札幌にṧるので、これからもできる⠊囲で応援してい

きたいと思います。 

 

Ⳣ㔝㞙人㸦北Ỉ・㤿匹㸧 

㤿⾡㒊はとてもへんな㒊άだと思う㸬「何か㒊άかサークルやってるの㸽」と⪺かれて㸪「㤿⾡

㒊に入っています」と応えても㸪そもそも「ばじゅつ」というゝⴥがㄆ㆑されないことも少なく

ない㸬㐠動㒊なのだが㸪㐠動㒊だと⌮ゎされにくく㸪仕⯙いには㸪「㤿に乗ってるだけでしょ㸽」

なんてゝわれたりする㸬実㝿に⚾も㸪このへんな㒊άに入るまで㸪「ばじゅつ」を⌮ゎしておらず㸪

映⏬やドラマで描かれるような優㞞な某を想像し㸪半ば㦄されるような形で㤿⾡㒊に入㒊した㸬 

ところが㸪実㝿に入㒊してみれば㸪㤿に乗る時㛫よりも㤿に乗らない時㛫の方が圧倒ⓗに多い㸬

⣅にまみれて㤿房を掃㝖し㸪Ỉの入った㔜たいバケツや㸪ワラの㯏⛩やロールを㐠ぶ㸬朝昼夕夜

の当␒に㸪夕方の手入れも⾜う㸬㤿の㣤代を✌ぐために土日はバイトをし㸪㛗期休暇も㤿の世ヰ

があるからと㸪ろくに帰┬も出来ない㸬なるほど㸪㤿⾡っていうのはつまり㤿の世ヰのことか㸪

などと思っても㛫㐪いではないのかもしれない㸬 

㤿に乗る時㛫は少ない㸬だけど㤿に乗るのはᴦしいから㸪できるだけ㛗く乗っていたい㸬じゃ

あ㸪どうすればⰋいのか㸬⟅えは⡆単だ㸬上手くなればⰋいのだ㸬上手くなれば㸪㐠動を任され

るᶵ会も増えるし㸪ヨ合に出るᶵ会も増える㸬しかし㸪上手くなるのは⡆単なことではない㸬㤿

に乗って下手なことをすれば㸪乗っても㤿のためにならないからと㸪乗㠡はῶらされる㸬乗って



 21 

も㤿のためにならないかもしれないけど㸪乗った方が㤿のことがわかるẼがする㸬そんな▩┪を

抱えてヨ⾜㘒ㄗをしているうちに㸪㤿のためになるように乗りたいと思うようになる㸬「ばじゅ

つ」を始めて 4年が⤒つが㸪未だに㤿のためになる乗り方はよく分からない㸬でも㸪☜実に乗㤿

の技⾡は向上した㸬と㸪同時に㸪㤿に乗らない時㛫も㸪㤿のことばかり⪃えていたことを思い出

す㸬㤿⾡っていうのは実に奥が῝い…. 

⚾は㤿という⏕き≀が好きだ㸬力強く᱁好Ⰻいし㸪なにしろ㸪かわいい㸬㤿のお世ヰをし㸪か

わいがることは㸪㤿⾡㒊として㔜せなことだろう㸬だけど㸪それだけでは㸪⚾は㤿⾡㒊を⥆けら

れなかったẼがする㸬⚾は㤿が好きなのと同じくらい㸪㤿に乗ることが好きだから㸪今こうして㸪

卒㒊を㏄えられたのだと思う㸬 

 

⇃倉 大㥽 (北Ỉ) 

札幌に 2 年そして函㤋で 1年半ά動してきました。これをㄞむであろう後㍮は⚾のことを▱ら

ない人も多いと思います。⚾は他の同期とは␗なり、あまりヨ合には出場していませんでした。

その分、作ᴗなどのᴗ務および㤿㈐としてスぺとノガロの㠃倒をぢていました。札幌にいた 2年

㛫はṇ┤に⏦し上げますと大変なことの方が多かったです。おそらく⮬分の周囲からしたら、「そ

の⛬度で㎞いとか、⚾たちの方がもっと大変だった。」とおっしゃることでしょう。ですが、人㛫

には⢭⚄ⓗにくる㜈値が㐪いますので、⮬分のレベルではこの感想です。しかしながら、その中

でもスぺやノガロと接している▐㛫や同期・後㍮とご㣤に⾜ったり、何Ẽない会ヰがᴦしかった

のも事実です。そして、そこら㎶の大学⏕では体㦂できないようなこともいろいろ出来たので、

後になってみれば多くを⤒㦂出来て㌟になる時㛫だったと思います。函㤋では乗㤿センターの先

⏕にとてもよくしていただき、ヨ合に出場するなど㠀常に有意⩏な時㛫を㐣ごさせていただきま

した。この場を借りてお♩⏦し上げます。 

⚾は同期とẚべて上手くもなく、そしてỈ⏘で 2年㛫という▷い期㛫だったため、どちらかと

いえばサポート側についていました。この❧場は何かと大変なことが多いと思います。ですが、

必ずその働きをぢてくれる人はいます。今後、(ないことを期待しますが)このような❧場の人に

はつぶれない⛬度に⫪の力を抜きながら取り⤌んでほしいです。 

最後に、後㍮に向けて 2 つグそうと思います。1 つ┠は、㤿⾡㒊において最も大切なものは㤿

ではなく人ということです。もちろん、㤿がいなければ㒊άそのものができないのは事実です。

しかしながら、その㤿をẖ日㐠動させ、世ヰをするのは⣮れもなく我々です。≉にᶓのつながり

(同期)を大事にしてほしいです。”ともだち”よりもむしろ”戦友”として接してほしいです。

そして、⦪のつながりに㛵しては後㍮を思いやれるような⎔境になってほしいです。ただ㤿⾡を

教える人がけっしてⰋい先㍮ではありません。人の思いを⤌めるような、そして⮬㌟が後㍮だっ

た場合に、ついていきたくなるような先㍮になってほしいです。2 つ┠は、㒊ά動だけが全てで

はないということです。「北大に㤿⾡をするために入学した」という人は思う存分㤿⾡をすればい

いと思います。ですがこれはごく少数で、実㝿には北大に入って初めて㤿⾡を▱った人が大半だ

と思います。何のために大学に入学したかを改めて⪃えてほしいです。そして、例えばその事柄

と㒊ά動を天⛗にかけた時、㒊ά動に傾いたら、(␃年しない⛬度に)㒊ά動に取り⤌んでほしい

です。一方で、そうではない場合は(㒊員に㏞惑をかけない⠊囲で)㒊ά動と折り合いつけながら、
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さまざまなことに取り⤌んでほしいです。 
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⌧役名⡙ 
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⦅㞟後グ 

まず、㒊報のⓎ⾜が大変㐜くなったことをおルび⏦し上げます。例年の㒊報にẚべ内容にḞけ

ているところがあるかと思いますが、Ⓨ⾜をすることを優先し㞟まっている原✏のみで⦅㞟さ

せていただきました。2020 年度の㒊報も㏆々Ⓨ⾜予定です。新たなメンバーも加わりάẼあふ

れる㤿⾡㒊のᵝ子をお届けしようと只今作成中ですので、ᴦしみにお待ちください。 

 

 

2020年 10月 31 日 
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